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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 24,108 △22.0 4,162 46.4 4,322 135.7 4,056 211.3

2026年３月期第１四半期 30,910 0.8 2,844 143.4 1,834 △31.4 1,302 △34.1

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 3,870百万円（185.2％） 2026年３月期第１四半期 1,357百万円（△31.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 70.35 7.81

2026年３月期第１四半期 22.60 2.51

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 148,775 57,652 38.6

2026年３月期 150,704 54,044 35.7

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 57,382百万円 2026年３月期 53,784百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 84,000 △29.2 8,000 △24.2 6,500 △37.5 5,000 △72.5 80.35

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式

（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 57,752,343株 2026年３月期 57,752,343株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 98,588株 2026年３月期 98,495株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 57,653,797株 2026年３月期１Ｑ 57,654,503株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。



年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

C種種類株式 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　2026年３月期 － 0.00 － 2.27 2.27

　2027年３月期 －

　2027年３月期（予想） 0.00 － 3.18 3.18

種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、AI関連需要や企業の設備投資需要の好調を背景として製造業を

中心に生産活動が底堅く推移しました。一方で、人手不足を背景とした人件費の上昇や物流費の高止まりに加え、

中東情勢の緊迫化を含む地政学的リスクの長期化や、それに伴う原材料価格・エネルギー価格の上昇、金利や為替

相場の変動などにより、事業環境は不透明な状況で推移しました。

このような状況の下、当社グループは、事業再生計画に基づき、成長市場に向けた高付加価値・高機能製品の拡

販、価格改定、経費削減を始めとするコストダウンの推進など、収益力の強化に取り組みました。また、中東情勢

の緊迫化を受けた対応として、価格改定等の収益影響抑制策に加え、将来的な調達の不確実性に備えた原材料の調

達先拡大も推進しました。

この結果、第１四半期の売上高は事業撤退による売上の減少により前年同四半期比22.0％減収の24,108百万円と

なりました。営業利益は、高付加価値・高機能製品の増販、不採算販売の見直しや価格改定・コストダウン施策の

効果により、前年同四半期比46.4％増益の4,162百万円となりました。営業利益が増加したことに加え、円安の進

行に伴う外貨建資産の為替評価益を計上したことや、構造改革による有利子負債の圧縮に伴う支払利息の減少など

により、経常利益は前年同四半期比135.7％増益の4,322百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同211.3％

増益の4,056百万円となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりです。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。詳細は、「２．四半

期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注記）」に記載し

ております。

【高分子事業セグメント】

高分子事業セグメントでは、中東情勢の影響による原材料価格の上昇が見られたものの、価格改定の効果により

収益への影響を抑制しました。また、原材料の供給不安を背景とした材料確保の動きや、電子材料・自動車関連を

中心とした堅調な需要により、販売が伸長しました。加えて、前年から継続している高付加価値・高機能製品の拡

販やコストダウン施策の効果により、収益性が向上しました。

フィルム事業では、包装分野は、石化製品の供給不安から一部の顧客で材料を確保する動きが見られ、販売が伸

長しました。ハイバリアナイロンフィルム「エンブレムＨＧ」は、引き続き好調を維持しました。工業分野は、電

子材料分野の好調な需要が継続したことで販売は堅調に推移しました。また、海外でも包装分野は機能性の製品を

中心に堅調に推移しました。この結果、事業全体で増収増益となりました。

樹脂事業では、エンジニアリングプラスチックは、自動車部品用途及び電気・電子部品用途が引き続き堅調に推

移したことに加え、中東情勢の緊迫化に伴う供給不安を背景に一部顧客で材料を確保する動きも見られたことか

ら、販売が伸長しました。機能樹脂は、販売は好調でしたが、ポリエステル関連のコストアップにより、減益とな

りました。関連会社においてもオフィス用途、産業資材用途などが引き続き好調を維持し、事業全体では増収増益

となりました。

以上の結果、高分子事業セグメントは増収増益となり、売上高は17,019百万円（前年同四半期比22.0％増）、営

業利益は3,075百万円（前年同四半期比31.6％増）となりました。

【機能資材事業セグメント】

機能資材事業セグメントでは、幅広い用途・分野で販売が好調に推移しましたが、不織布事業および産業繊維事

業（モノフィラメント事業を除く）の撤退が2026年３月期の第３四半期に完了したことにより、前年同四半期比で

は減収となりました。一方、これまで継続してきた高付加価値・高機能製品の拡販、コストダウン施策及び価格改

定の効果により、大幅に収益性は向上しました。

ガラス繊維事業では、産業資材分野は、建築資材用途、電気電子用途などでいずれも堅調に推移しました。電子

材料分野は、超極薄低熱膨張ガラスクロス及び超極薄Ｅガラスクロスは、従来から採用されてきたハイエンド携帯

端末向けモバイルメモリ用途が引き続き好調に推移しました。加えてアプリケーションプロセッサ用途も着実に伸

長しました。また価格改定による収益改善の効果により、収益力が大幅に伸長しました。この結果、事業全体で増

収増益となりました。

活性炭繊維事業では、主力である浄水器用途の販売は家庭用を中心に引き続き好調に推移しました。また、めっ

き液フィルター用途は、電子関連の需要増加に伴い販売が堅調に推移しました。

ガラスビーズ事業では、道路用途において道路工事件数が低位な状態が続き、海外安価製品との価格競争もある

なか、シェア拡大により販売が増加しました。工業用途は国内向けが低調でしたが、海外向けは堅調に推移しまし

た。また、反射材用途は、海外向けは低調に推移した一方、国内向けが堅調に推移しました。
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モノフィラメント事業では、旧産業繊維事業からの継続事業として、水産用途およびスポーツ用途を中心に堅調

に推移しました。また、ナイロン中空糸膜についても、半導体分野で引き続き好調に推移しました。

以上の結果、機能資材事業セグメントは減収増益となり、売上高は4,947百万円（前年同四半期比48.4％減）、

営業利益は1,067百万円（前年同四半期比136.9％増）となりました。

【その他】

その他の事業につきましては、売上高は2,141百万円（前年同四半期には撤退した衣料繊維事業の売上が含まれ

ており、7,374百万円の売上高）、営業損失は39百万円（前年同四半期は71百万円の利益）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

総資産は、前連結会計年度末に比べ1,929百万円減少し、148,775百万円となりました。これは、主として現金及

び預金が減少したことによります。負債は、前連結会計年度末に比べ5,536百万円減少し、91,122百万円となりま

した。これは、主として未払法人税等が減少したことによります。純資産は、前連結会計年度末に比べ3,607百万

円増加し、57,652百万円となりました。これは、主として親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰

余金が増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2026年５月14日の「2026年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の業績予

想より変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 47,700 45,197

受取手形、売掛金及び契約資産 15,949 15,549

棚卸資産 20,204 21,013

その他 3,151 3,175

貸倒引当金 △18 △16

流動資産合計 86,987 84,918

固定資産

有形固定資産

土地 35,733 35,754

その他（純額） 23,007 23,297

有形固定資産合計 58,741 59,051

無形固定資産 804 727

投資その他の資産

その他 4,226 4,133

貸倒引当金 △55 △57

投資その他の資産合計 4,170 4,076

固定資産合計 63,717 63,856

資産合計 150,704 148,775

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,279 8,725

短期借入金 12,966 12,964

１年内返済予定の長期借入金 28,593 28,593

未払法人税等 4,521 465

賞与引当金 1,261 559

製品改修引当金 28 28

事業構造改善引当金 399 243

その他 6,566 6,883

流動負債合計 63,616 58,462

固定負債

長期借入金 13,133 13,117

事業構造改善引当金 472 472

退職給付に係る負債 7,407 7,079

その他 12,028 11,990

固定負債合計 33,042 32,660

負債合計 96,659 91,122

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 31,848 31,848

利益剰余金 19,592 23,386

自己株式 △58 △58

株主資本合計 51,482 55,276

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,326 1,414

繰延ヘッジ損益 △0 1

土地再評価差額金 2,293 2,293

為替換算調整勘定 △3,589 △4,011

退職給付に係る調整累計額 2,271 2,408

その他の包括利益累計額合計 2,302 2,106

非支配株主持分 259 269

純資産合計 54,044 57,652

負債純資産合計 150,704 148,775
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 30,910 24,108

売上原価 23,237 16,282

売上総利益 7,673 7,826

販売費及び一般管理費 4,828 3,663

営業利益 2,844 4,162

営業外収益

受取利息 18 54

受取配当金 77 31

持分法による投資利益 4 2

為替差益 － 407

その他 189 99

営業外収益合計 288 595

営業外費用

支払利息 435 317

為替差損 613 －

その他 250 117

営業外費用合計 1,298 435

経常利益 1,834 4,322

特別利益

投資有価証券売却益 － 78

特別利益合計 － 78

特別損失

固定資産処分損 41 33

事業構造改善費用 32 68

特別損失合計 74 102

税金等調整前四半期純利益 1,760 4,298

法人税、住民税及び事業税 145 158

法人税等調整額 290 72

法人税等合計 435 230

四半期純利益 1,324 4,068

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,302 4,056

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 1,324 4,068

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 35 88

繰延ヘッジ損益 2 1

為替換算調整勘定 21 △423

退職給付に係る調整額 △27 136

その他の包括利益合計 32 △198

四半期包括利益 1,357 3,870

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,339 3,860

非支配株主に係る四半期包括利益 17 9

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

高分子
事業

機能資
材事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,948 9,586 23,535 7,374 30,910 － 30,910

セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,476 504 1,980 30 2,010 △2,010 －

計 15,424 10,090 25,515 7,405 32,921 △2,010 30,910

セグメント利益又は損失

（△）
2,337 450 2,787 71 2,858 △14 2,844

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

高分子
事業

機能資
材事業

計

売上高

外部顧客への売上高 17,019 4,947 21,966 2,141 24,108 － 24,108

セグメント間の内部売上

高又は振替高
122 110 232 1 234 △234 －

計 17,141 5,058 22,199 2,143 24,342 △234 24,108

セグメント利益又は損失

（△）
3,075 1,067 4,142 △39 4,103 59 4,162

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去及び棚卸資産の調整によるものでありま

す。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去及び棚卸資産の調整によるものでありま

す。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、事業再生計画に基づいた事業譲渡等を含む不採算事業からの撤退が概ね完了したた

め、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の「高分子事業」、「機能資材事業」及び

「繊維事業」の３区分から、「高分子事業」及び「機能資材事業」の２区分に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを記載しております。

- 8 -

ユニチカ㈱（3103）2027年３月期　第１四半期決算短信



（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 813百万円 775百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。
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